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 2008 年以後の経済危機が日本における外国人労働者、特にブラジルなどの南米出身者に

甚大な影響をもたらしたことが指摘され、日本の外国人労働者政策の不備や課題が社会的

な問題を伴って指摘されている。今回の経済危機は他国における移民にも大きな影響をも

たらしたが、その文脈から見ると日本における状況はどのように解釈できるであろうか。

非正規労働の状況や失業の問題など日本ではもっぱら国内問題として議論されているが

（山本，2010）（樋口，2010）、外国人労働者は送出し国の状況や送金も含め、すぐれて国

際的な視野を必要とする問題である。本論文では、まず日本の外国人労働者について，2008
年の金融危機を契機とした経済危機よってどのような影響を受け，どのような変化があっ

たのかについてその動向を考察する。特に、日系ブラジル人を中心とした南米出身の外国

人労働者の集住地域である東海地域（愛知，静岡，岐阜，三重の 4 県）の特徴を中心に分

析をする。次に、日本からブラジルへの送金動向を検討する。経済危機のインパクトを直

接受けると思われる移民送金の視点から，日本の外国人労働者の送金活動を概観する

（World Bank，2011）。そのうえで、先の疑問に答える形で，日本における外国人労働者

に関して従来とは異なる角度からの論点を提示することを目的としたい。 
まず，経済危機の影響が主に生産工程で就労していたブラジル人など南米人に集中し、

集住地域であった東海地域は顕著に影響を受けていたことが確認された。送金活動につい

ては、ブラジルの移民によるブラジル本国への送金は、主たる送金元である米国と日本か

らの送金金額が 2008 年以後大幅に減少した。日本の日系ブラジル人による送金活動が経

済危機を強く受けたことにおいて、日本で定住化が進んでいた外国人労働者に経済危機の

影響が色濃くもたらされており，それは世界各国の移民が不況の影響をいち早く被る点に

おいて差異はなかったろうと推察される。しかし一方では，日本の日系ブラジル人の送金

活動を調査した報告書によれば，その額と頻度において他国の同胞を上回っており，“送金

活動の理想形”と評価されていた（IDB，2005）。そうした理想的な外国人労働者であっ

たにも関わらず，なぜ 2008 年以後の経済危機の影響を最も強く受けたのであろうか。 
2008 年以後の経済危機が，各国の移民の中でも特に建設業・製造業の分野で働く男性と

若年労者に大きな影響をもたらしており、日本においても同様の傾向が見られると推測で

きる。今回の危機を契機として，外国人労働者を日本社会の住民として社会的にも文化的



にも接遇すべしとの論調がますます強まるであろうが、彼らは日本に定住する一方におい

て、労働市場における外国人労働者として自国に送金し，かつ帰国を含めた選択肢を持つ

移民である、ということも事実である。そのような移民が，日本においては「定住者」と

いう，あたかも他の就労資格と同じであるかのような在留資格に押し込まれていたことが，

むしろ問題の本質ではないだろうか。そして，外国人労働者政策から移民政策へと軸足を

移すことを検討すべきであることを今回の経済危機は示唆しているのではないだろうか。 
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